
持続可能な地域医療提供体制を確保するための

公立病院経営強化ガイドラインについて
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本日お伝えをしたい内容

「公立病院経営強化ガイドライン」のポイントは以下の3点です

本年3月に総務省から「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライン（以下「ガイド
ライン）」が公表されました。ガイドラインに従い、全ての公立病院が令和5年度中に「経営強化プラン」（中期事業計
画）の策定が求められています。

公立病院の課題の多くは、少子高齢化・人口減少に起因する医師・看護師不足と偏在や医療需要の変化・減少です。

厚生労働省はこれらの課題解決のため、地域医療構想や地域包括ケアシステム、医師の働き方改革や偏在対策、これ
らを推進するための診療報酬改定を一体的に実施しており、ガイドラインも当該流れに沿ったものとなっています

ガイドラインで最も重要なキーワードは『持続可能な地域医療提供体制の確保』です。単独病院での経営改善やあり方検

討は当然ながら、地域として持続可能な医療提供をどのように構築をしていくかという、『地域医療ビジョン』の視点が求め
られています
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公立病院経営強化ガイドラインの全体像

持続可能な地域医療提供体制確保のためには、医療資源を地域全体で最大限効率的

に活用することが必要であり、そのためにも地域全体で機能分化・連携強化を進めていくこ
との必要性が示されています

公立病院の経営状況 新型コロナ対応における役割と課題 国の医療政策と公立病院の課題

• 厳しい経営環境を踏まえ、公立病院

改革プラン、新公立病院改革プランの
策定を要請し、取組を推進してきた

• 医師・看護師不足、少子高齢化によ

る需要減少・変化、医療の高度化など

の急激な経営環境変化により、持続

可能な経営を確保しきれていない病院
も多い

• 特に不採算地区を中心とする中小規
模の病院が厳しい状況に置かれている

• 人口減少・少子高齢化が続く中、質

が高く効率的で持続可能な医療提供

体制を整備するため、地域医療構想や

地域包括ケアシステム、医師の働き方

改革や偏在対策といった施策を一体
的に推進している

• 公立病院の経営は国の医療政策の動

向を十分に踏まえて進めていく必要が
ある

• 新型コロナウイルス感染症への対応につ

いて、公立病院の果たす役割の重要
性が改めて確認された

• 機能分化・連携強化により基幹病院

として整備された病院や、経営形態の

変更で独法化した病院からは、対応に
優位に働いたとの報告があげられた

• 一方で平時から、各病院の役割分担

の明確化・最適化や医師・看護師等
の確保の重要性が浮き彫りとなった

• 地域において必要な医療提供体制の確保を図り、安定した経営の下でへき地医療・不採算医療や高度・先進医療を提供する重要な役
割を継続的に担っていくことができるようにすること

• 医師・看護師等の医療資源を地域全体で最大限効率的に活用する視点を最も重視し、新興感染症対策という視点も持つこと

• 担うべき役割・機能を改めて見直し、明確化・最適化したうえで、「機能分化・連携強化」を進めていくこと

• 明確化・最適化した役割・機能を発揮し続けることが可能になるよう、経営強化の取組を進めていくこと

公立病院経営強化の基本的な考え方

出所：総務省 持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライン
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【参考】ガイドラインの全体像は以下のとおりです

出所：総務省 持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライン


